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研究成果の概要（和文）：本研究の研究成果は，知識創造モデルを分析視角として，日本企業と韓国企業を対象とする
実証研究によって，日本企業と韓国企業の知識ネットワーク（中核企業とサプライヤー群で構成される企業ネットワー
クの知識創造の型）の実態を明らかにしたことにある。具体的には，①日本企業と韓国企業の自動車産業と電機産業の
知識ネットワークの規定因と組織成果との相互関係の解明，②日本企業と韓国企業の自動車産業と電機産業の知識ネッ
トワーク構造の解明，③日本および韓国企業の中で，高い業績をあげている，もしくは危機から再生した企業の知識創
造プロセスの動態的進化を事例分析を通じて解明した。

研究成果の概要（英文）：We have clarified the Knowledge Network of Japanese companies and the Korean 
companies by a Model of Dynamic Knowledge Creation. Specifically, our research was focused on (1) the 
interaction between important factor in knowledge creation process and performance of Automobile industry 
and Electrical industry both Japanese and Korean companies,(2)Knowledge network structure of Automobile 
industry and Electrical industry both Japanese and Korean companies,(3) the Dynamic Knowledge Creation 
Process of Japanese and Korean companies which achieved high business results and Turn around.

研究分野： 国際経営論，知識経営論
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１．研究開始当初の背景 
日本企業の競争優位の源泉や成功要因を

説明する鍵として，組織的知識創造モデル
（以下，知識創造モデルと略記）が，野中ら
により提示されて以降，さまざまな企業活動
（たとえば，新製品開発活動や研究開発活動
など）の分析に用いられてきたが，未解明の
経営現象も少なくない。また，その分析には，
事例分析が用いられることが多く，定量分析，
もしくは定量分析と事例分析を相互補完的
に用いた分析はほとんど無い。 
我々は，これまで知識経営や国際経営に関

する体系的な研究の蓄積を行ってきた。本研
究の研究代表者である平野は，平成 14 年度
以降の寺本らとの共同研究により，グロ－バ
ルな企業の成長・発展のプロセスを，知識経
営論の視点より分析を行い，企業の成長・発
展のプロセスで展開される知識創造の活動
やイノベーションの源泉を明らかにし，グロ
ーバルな知識ネットワークの進化モデルを
提示した。特に近年は，「国際合弁企業の経
営と知識創造」，「国際合弁企業の知識創造パ
ターンの規定因と有効性」において，海外に
展開している日系国際合弁企業のマネジメ
ントに関する理論的・実証的研究を行い，そ
の成果は『国際合弁企業と知識創造』に纏め
られた。さらに，平成 20 年度の平野・姜・
李による共同研究では，在日合弁企業，在韓
合弁企業の知識創造プロセスの規定因を明
らかにしてきた。 
また，平野・姜・李・朴は，平成 18-20 年

度（基盤Ｃ），21-23 年度（基盤Ｂ：一般），
21-24 年度（基盤Ｂ：海外調査）科学研究費
による研究を通じて，企業再生の具体的なプ
ロセスや企業グループの連携経営力に日本
企業と韓国企業の間で差異があることを，財
務データ分析，テキスト分析，社会ネットワ
ーク分析，事例分析（マツダ，パナソニック，
現代自動車，三星電子，ハイニクス半導体等）
で指摘してきた。 
これらの研究を通じて，国際合弁企業の調

査で見出された知識創造の規定因（主要競争
戦略，市場の競争度，企業規模，事業内容，
創業年数，情報技術・情報システムの整備活
用度等）や知識創造の型，すなわち「知識ネ
ットワーク」が，日本と韓国企業で異なる可
能性が示唆された。さらに，日本と韓国企業
の高業績企業，および危機的状況から再生を
成し遂げた中核企業とサプライヤー群で構
成される「知識ネットワーク」に特徴がある
のではとの手がかりを得た。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は，知識創造モデルを分析視

角として，日本企業と韓国企業を対象とする
実証研究によって，日本企業と韓国企業の知
識ネットワーク（中核企業とサプライヤー群
で構成される企業ネットワークの知識創造
の型）の実態を明らかにすることである。 

具体的には，①日本企業と韓国企業の自動
車産業と電機産業の知識ネットワークの規
定因（例えば，主要競争戦略，市場の競争度，
企業規模，事業内容，創業年数，情報技術・
情報システムの整備活用度等）と組織成果
（ROE：株主資本利益率，ROIC：投下資本
利益率）との相互関係の解明，②日本企業と
韓国企業の自動車産業と電機産業の知識ネ
ットワークを構成する企業グループに存在
する知識構造（主に知識資産：特許ポートフ
ォリオなど）の解明，③日本および韓国企業
の中で，高い業績をあげている，もしくは危
機から再生した企業の知識創造プロセスが，
「なぜ」そして「どのように」して展開され
たのか，すなわち「知識ネットワーク」の動
態的進化を事例分析を通じて解明する。 

 
３．研究の方法 
 本研究では，定量分析と事例分析が相互補
完的に用いられる。定量分析では，重回帰分
析，パス解析，テキスト分析，社会ネットワ
ーク分析の手法を用いて分析を試みる。具体
的には，まず①日本企業と韓国企業の自動車
産業と電機産業に対して，質問票調査を実施
する。得られた有効回答は，多変量解析の手
法を用いて，知識ネットワークの規定因と組
織成果との相互関係を解明する。また，②米
国特許商標庁（USPTO)の特許文書のテキスト
分析と社会ネットワーク分析を用いて，知識
ネットワークを構成する企業グループに存
在する知識構造を解明する。最後に，事例分
析では，③日本と韓国の高業績企業，および，
危機から再生した企業の知識創造プロセス
が，「なぜ」そして「どのように」して展開
されたのか，すなわち，「知識ネットワーク」
の動態的進化を解明する。 
 
４．研究成果 
各年度の研究成果を以下に記述する。 
平成 24 年度では，日本企業と韓国企業の

知識創造の規定因を明らかにするために，日
韓の自動車企業や協力企業群の調査を行っ
た。また，日本企業のテキスト分析，社会ネ
ットワーク分析も開始した。当該年度の研究
実績は以下の通りである。李（2012）は，韓
国現代自動車グループ傘下におかれた起亜
自動車に軽自動車を委託生産する，東熙自動
車との取引関係について分析した。その中で，
トヨタやホンダにおける委託生産との対比
を通じて韓国国内の委託生産における企業
間関係の形態と企業間取引関係の特性との
間の不整合な側面を析出することができた。
朴（2012）では，日経 BP 社の「日経ビジネ
ス」の記事を用いてテキスト分析を行い，企
業再生のために必要な要素間の関連性を検
証した。朴は，パナソニックグループとソニ
ーグループの資本・取引ネットワーク関係に
ついて社会ネットワーク分析を用いて可視
化し，両社の経営再生の可能性を知識ネット
ワークの再構築という観点で比較検討した。 



平成 25 年度では，韓国企業と日本企業の
知識ネットワークの動態的展開を明らかに
するため，日韓の自動車企業の事例分析，社
会ネットワーク分析を行った。李（2013）の
研究では，現代自動車グループの 2010 年ま
での成功要因を例証に，従来の組織能力を修
正した枠組みを用いて，後発メーカーの知識
ネットワークの再構築のプロセスを明らか
にした。現代自動車の知識ネットワークの再
構築のプロセスで重要な要因は以下の通り
である。第一に，全社的なレベルでの「作り
込みの上流化」（Total Front Loading）とも
称すべき要因が強く見受けられる。第二に，
知識資源（ナレッジ・キャピタル）の集約と
共同利用（Pooling）とブランド差別化
（Differentiation）のバランスである。第
三に，モジュール化と同期序列生産システム
（Just In Sequence）によって，自動車生産
の仕組みを効率化し，品質確保を強化してい
る。また，朴等（2013）の研究では，自動車
メーカーの技術開発戦略について特許情報
を利用し可視化することにより，各企業の知
識ネットワーク戦略の特徴を明らかにする
ことを目的とした。具体的には，日本自動車
メーカー大手 3社におけるトヨタ自動車，日
産自動車，本田技研工業の特許戦略の動態的
展開を明らかにし，対応分析と自己組織化マ
ップを用いて電気自動車・ハイブリッド技術
に関する各社の技術開発戦略の可視化を行
った．その結果，ハイブリッド技術開発に重
点をおいているトヨタとホンダは活用型の
知識ネットワーク戦略を，電気自動車の開発
に重点をおいている日産は探索型の知識ネ
ットワーク戦略を取っていることを明らか
にした。 
平成 26 年度では，日本企業と韓国企業の

知識ネットワークの実態を明らかにするた
めに，日韓の自動車企業や自動車部品サプラ
イヤーの事例分析，自動車産業やＩＣＴ企業
の社会ネットワーク分析およびテキスト分
析を行った。李（2014）の研究では，自動車
部品中間財メーカーの成長戦略の軸を，製品
（顧客価値），顧客，コアコンピタンスで構
成される知識ネットワークを新たなリサー
チフレームワークとして提示している。さら
に，アウトミラーを製造する独立系サプライ
ヤー２社の事例を取り上げ、２社が既存顧客
との関係性の維持に拘らず，それぞれグロー
バル・ニッチ戦略と顧客拡大戦略を展開し，
新たな存続の基盤，すなわち新たな知識ネッ
トワークを見出そうとしており，一定の組織
成果に繋がっていることを検証している。ま
た，朴（2014）等の研究では，日韓の自動車
企業やＩＣＴ企業の特許情報（知識資本）を，
社会ネットワーク分析やテキスト分析の手
法を用いて分析し，各々の自動車企業やＩＣ
Ｔ企業の技術開発戦略を可視化している。 
 最終年度では，日本企業と韓国企業の知識
ネットワークの実態を明らかにするために，
日本と韓国企業の自動車関連企業，および，

ＩＣＴ企業群の調査・分析を行った。Park
（2015）等の研究では，日本のＩＣＴ企業群
の知識構造を特許ポートフォリオを用いて
明らかにした。また，李（2015）の研究では，
日本の自動車部品サプライヤーを，製品，顧
客，コンピタンスの 3軸に沿って，その知識
ネットワークの進展を分析し，成功事例と失
敗事例を通じて，韓国の自動車部品サプライ
ヤーの成長戦略，すなわち知識ネットワーク
の動態的進化について提言している。 
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